
高齢者福祉施設などに出動した救急隊の対応について（お知らせ） 

心肺蘇生を望まない方（ＤＮＡＲ）であっても１１９番通報があれば 

救急隊は心肺蘇生を実施して医療機関に搬送します！ 

日頃から、救急業務に対して御理解・御協力を頂き、ありがとうございます。千葉市消防局警防部救急課（千

葉市内の救急隊を管理・指導する部門）からのお知らせです。 

皆様の施設の利用者様の中には、心肺停止状態に陥ったときに心肺蘇生を行わないでほしいという意思（ＤＮ

ＡＲ）を事前に表明されている方もいらっしゃることと思われます。 

しかしながら、医療従事者でない介護職者が、突然の急変に対して、限られた時間の中でＤＮＡＲを確認し、

利用者様の状態に応じた適切な判断を行うことは非常に難しく、最悪の可能性を考えた上で、救急車を要請する

こともあるかと思われます。 

このような場合に備えて、皆様に以下の２点をお願いします。 

①利用者様の医療提供に関する情報について、職員間で共有しておいてください。 

（例：「夜間は担当者がいないので、わかりません。」などがないようにお願いします。） 

②介護サマリーなどの利用者様に関する記録が、必要な時にすぐに取り出せるようにしておいてください。 

救急隊は行政機関の一部として、各種法令等に基づいて業務を行っています。そのため、１１９番通報により

心肺停止の方のもとに駆け付けた際は、以下のとおり対応することとなっています。 

 

つまり、利用者様の心肺蘇生を希望されない意思（ＤＮＡＲ）の有無にかかわらず、必要な状態であれば、処

置を実施しながら医療機関に搬送しなければなりません。 

救急隊を要請されたことにより、ＤＮＡＲが適切に実行されず、何らかの問題が発生すると、人生の最終段階

を安楽に迎えたいという利用者様の意思を尊重した対応ができなくなるだけではなく、家族、介護事業者、医療

機関や救急隊・警察をはじめとした行政機関など、多くの方に負担がかかります。 

（裏面では、実際にどのような問題が起こりうるのか、事例をもとに解説します。⇒） 



事例１ 

利用者が急変したが、詳しいことはよくわからないし、記録を確認する時間もないので、とりあえず１１９番通

報をして救急車を呼んだ。 

 

救 急 隊：（現場に着いて確認したところ、心臓も呼吸も止まっていたので、心肺蘇生を始めた。） 

介護施設：（記録を確認したところ、ＤＮＡＲが見つかったので）「この方は心肺蘇生を望んでいません。病院に

は連れて行かないでください。」 

救 急 隊：「それはできません。」 

介護施設：「では、心肺蘇生をしないで病院に連れていってください。」 

救 急 隊：「救急隊は病院に搬送する以上、最善の処置をしなければいけません。」 

【解説】 

①ＤＮＡＲがあっても、その意思が本当に本人のもので、今もその意思は変わらずそのままなのかなどの詳しい

事情を、緊迫した救急現場で確認するのは非常に難しく、その間にも本人の容体は急速に悪化していき、救命の

チャンスが失われていきます。 

②救急隊は生命の危機にある傷病者を確認してしまった以上、最善の処置をしながら医療機関に搬送しなければ

ならないというルールがあります。 

⇒この事例では、上記の２点について、家族と介護施設に説明し、病院に搬送しました。 

 

事例２ 

協力病院で継続して診察してもらっていた利用者が居室で意識を失っていることに気づき、看護師が呼ばれた。

看護師が確認した時には既に死後硬直がみられたが、かかりつけ医師の指示により病院に搬送することとなり、

救急車が呼ばれた。 

 

救急隊：「既に死後硬直が認められ、社会通念上の死亡状態と判断できますので、救急隊が搬送することはできま

せん。」 

看護師：「かかりつけ医師の指示があるのに搬送できないのですか。」 

【解説】 

①救急隊は、生命の危機にある傷病者をいち早く医療機関に搬送することが任務で、既に亡くなっていることが

明らかな方（社会通念上の死亡状態）を病院に搬送することは救急業務ではないと国が示しています。行政機関

の一部である救急隊が、ルールを破って業務外の活動をすることはできません。 

②社会通念上の死亡状態にある方を搬送している間に別の救急要請があった場合、本来出動するはずの救急隊よ

り遠くの救急隊が出動しなければならなくなる恐れがあります。 

⇒この事例では、上記の２点について、かかりつけ医師と看護師に説明し、病院には搬送せず警察官を要請しま

した。 

 

１１９番通報があった時点で、ＤＮＡＲがあったとしても、救命処置・搬送をしなければならない救急業務の

現状について御理解いただき、もしもの時には、皆が共通の認識のもと落ちついて対応できるよう、急変時の対

応手順などについて、利用者様、利用者様の御家族や医療機関の間でよく話し合い、事前の調整・取決め・準備

をしていただきますよう御協力をお願いします。 

 

問合先：千葉市消防局警防部救急課 

電  話：０４３－２０２－１７０５ 

                                          E-mail:kyukyu.FPD@city.chiba.lg.jp 


